
青森県立保健大学附属図書館だより

Rapport
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

他人を気にしすぎないで生きる
看護学科講師 成田繁人

なぜ読書が必要なのか？～読書がもたらすもの～
理学療法学科教授 諸橋勇

Books and Cross-Cultural Understanding
健康科学総合教育部門助教 クリストファー・ホーン

ラポールのこれまで40号記念特集

学生の図書館活用方法
社会福祉学科４年

畠山 知華子

栄養学科３年

健康科学研究科博士後期課程１年

菊池 日和｜林下 凛

杉本 一生

シリーズ

図書館を使いこなそう

第40回 Japan Knowledge 紹介
ジャパンナレッジ



2003

2004

2005

2006

2007

Rapport No.40 - 5 -

ラポール創刊！

2003年10月、新たな図書館

サービスの一つとして、図書

館だより「ラポール」が誕生

しました。以降、年2回の頻度

で発行されます。

第3号からは本の紹介記事が掲

載されるようになります。

各学科の先生方からの推薦図

書がずらり。

「ラポール」という名称は、

学生・教職員に公募し、当時

在籍されていた桜木康広先生

(理学療法学科)の案が採用され

ました。

シリーズ「図書館を使いこな

そう」は、図書館の基本的な

使い方や新しく導入したサー

ビスなどを紹介するコーナー

で、創刊号から現在まで続い

ている息の長い連載企画。

第1回は蔵書検索方法について

でした。

第8号は紙媒体での発行最終号。

ラポールの歴史の一つの転換

点と言えます。

紙版の用紙は少し厚手で手触

りの良い紙質でした。この感

触との別れは少し寂しいもの

があります…。

号を重ねるにつれ、学生によ

る記事が少しずつ増えていき

ます。

図書館でアルバイトをした経

験談、先輩から新入生への

メッセージ、後輩に薦めたい

本、などなど。

紙の発行終了

History of the AUHW Library Magazine: Rapport

記事を読んで興味を持った本

を手に取れるようにと、図書

館内には記事と連動した展示

が行われるようになります。

図書館から一方的に情報を提

供するのではなく、学生と学

生の交流の場でもあってほし

いというのが図書館スタッフ

の願いです。

本の紹介記事掲載スタート

つながりを生み出す
ことを目標に…

おかげさまでラポールは今号で40号を数えることとなりました。

これを記念して、40枚の表紙画像とともに、これまでのラポール

の歩みを振り返ります。

2

1

3

4

6

5

7

8

“ラポール”は人間同士のつなが

りを意味する言葉ですからね。



2009

2010

2012

2013

2008 2011

オールカラー化

Web発行に移行したことで、
色数やページ数の制約から解
放され、制作時の自由度が広
がりました。

誌面デザイン一新！

「Rapport」の題字を大きくあ
しらい、画像を効果的に使っ
た目を引くデザインに一新し
ました。

ラポール初登場は16号。この
時はとても小さなカットイラ
ストでしたが、17号からは満
を持して表紙に進出！

トリゾウ誕生！
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2010年6月に正式公開された本
学のリポジトリA-plus(アプラス)
を紹介する記事を掲載。

リポジトリ紹介記事掲載

初期はほぼ直立不動の姿ばか
りでしたが、次第に本を読ん
だりパソコンを操作したりと
動き始め、じわじわと存在感
を増していきます。

20号記念特別企画では「20歳のころ、どんな本を
読んでいましたか？」と題し、教職員の思い出の本
を紹介しました。

創刊20号記念

ついに、われらが広報キャラ
クター、トリゾウ誕生！

おすすめ本の書影の掲載も始
まり、誌面が華やかに。

ラポールのレイアウトデザイ
ンは図書館スタッフが行って
います。

大学図書館としての品位を保
ちつつ、遊び心のある誌面づ
くりを目指しているんですよ。
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顔写真の掲載に応じてくだ
さった執筆者には、図書館内
のお気に入りの場所でポーズ
をとっていただき、撮影を行
いました。

オープンアクセスについて
知ってもらう活動も度々行っ
ています。

読む人に楽しんでいただきた
い、というのはもちろんです
が、執筆者にも原稿を書いて
良かったと感じていただける
ようなものにしたいと思いな
がら作っています。

たくさんの人の協力があって
初めて、ラポールは成り立っ
ているのですから。
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図書館活用術＆自著紹介
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電子書籍サービス開始

電子ジャーナルは早くから導

入していましたが、電子書籍

サービスは2013年より開始。

少しずつ図書館資料の形態が

紙と電子のハイブリッド化し

ていきます。

インタビューのダイジェスト版は大学のエントラ

ンスロビーでポスター展示。25号には、完全版

を15ページにわたって掲載しました。

創刊30号記念

30号記念特別企画「のぞ

きたくなる30の扉」を掲

載。図書館スタッフが

テーマに沿って30冊の本

を紹介しました。

開学20周年記念増刊号

初めての増刊号発行。20周年に
ちなみ、20号で好評だった「20
歳のころ、どんな本を読んでい
ましたか？」を再度特集。

リポジトリA-plus正式公開5周

年となったこの年、オープン

アクセスウィークの企画とし

て、リポジトリに論文を提供

してくださった4名の先生方へ

のインタビューを行いました。

リポジトリ5周年記念
スペシャルインタビュー掲載
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23号から10回に渡り、教員に

よる「図書館活用術」をシ

リーズで掲載。

学生を指導する立場からのア

ドバイスもあれば、ご自身の

学生時代の経験談などもあり、

先生方の個性が光ります。

25号からは10回に渡り、本学

の教員が携わった本を紹介す

る「自著紹介」を掲載。

内容についての解説や、執筆

にあたっての想いなどを綴っ

ていただきました。

ブックハンティングはラポー

ルの記事としても、図書館内

での展示としても人気の企画。

回を重ねる人気企画
ブックハンティング

学生に「図書館にあったらい

いな」と思う本を選んでもら

い、図書館の蔵書とします。

若い感性で選ばれたライン

ナップは、やはり学生の反響

が大きく、頻繁に貸出されま

した。

初期は実際に書店に足を運ん

での選書のみでしたが、オン

ラインによる選書も選択肢に

加えるようにし、学生が自分

の好みのスタイルで参加でき

るように変更しました。

エントランスロビーでの
展示の様子
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2019 2023

2022

三密、オンライン授業…そん

な言葉がちらほらと記事に見

受けられるようになります。

マイナーチェンジ

36号から、入学式に合わせた

年1回の発行に変更。

リモートアクセス方法の紹介

など、来館せずに資料にアク

セスするための記事の掲載が

続きます。

コロナ禍で否応なしに進んだ

感のあるリモートアクセス化

ですが、結果的には実習先や

自宅での学習が便利になり、

日常を取り戻しつつある現在

では、来館利用と遠隔利用を

上手く併用していただけるよ

うになりました。

ブックハンティングも、イン

ターネット書店を利用したオ

ンライン選書のみに変更を余

儀なくされました。

こちらから、すべての号を
ご覧いただけます。▶▶▶

どの業界も手探りの状態でし

たが、大学図書館も例外では

なく、これまで対面で行って

いたサービスを遠隔で利用で

きるように工夫したり、電子

書籍の購入数を増やしたりと、

これまで同様とはいかないま

でも、少しでも学習環境を良

いものにするために試行錯誤

を繰り返しました。
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コロナ禍を経て…

36

ヘルスリテラシー
ブックフェア

2016年から2019年にかけて、

ヘルスリテラシーに関連する

図書90冊のリストを作成し、

青森県内の図書館に貸出する

活動を行いました。

館内にも「ヘルスリテラシー

ブックフェア」と題して展示。

31号から35号まで、関連本の

紹介記事を掲載しました。

ブックフェアのポスター

学術情報や資料へのアクセス

方法がずいぶんと多様化しま

したが、コロナ禍を経てなお、

図書館を利用しよう！足を運

ぼう！という内容の記事を寄

せてくださる方が毎号のよう

にいらっしゃることは、図書

館スタッフの励みとなってい

ます。

40号記念特集「ラポールのこれまで」、

楽しんでいただけましたでしょうか。

50号を迎えるころ(10年後です！)には、

図書館は、そしてラポールは

どう進化しているんでしょうね。
内容もリニューアルし、35号

までの教員による図書館活用

術に代わり、「学生の図書館

活用方法」がスタートします。

そして、その先へと続く…



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館の魅力として、皆さんは何を思い浮か

べますか？自習スペースやグループワークルー

ムのほか、豊富な専門書をあげる人も多いでし

ょう。もちろん、試験期間の勉強には席数の多い

図書館がうってつけですし、友達とちょっと真

面目に課題に取り組みたいときにはグループワ

ークルームが使いやすいですね。 

大学生の勉強に適した図書館ですが、今回は

試験や課題以外の視点から図書館の活用法をご

紹介します。ちなみに勉強での活用法は昨年ま

でのラポールをどうぞ。 

まず紹介する活用法は、将来どの分野に進み

たいかを考えるきっかけにするというもので

す。2 階の本棚には各学科の内容に関する本があ

ります。なんとなくその背表紙をなぞっている

と、授業で学んだことがどんな領域や職場で役

に立つのか、思いをめぐらすことができます。本

を 1 冊読むほどの元気はないという時、試験勉

強に疲れた時におすすめです。もちろん、惹かれ

る本があればぜひ手に取ってみてくださいね。 

また、まだ自分の知らない自分の好きなもの

を見つけることもできます。図書館の１階左手

には、地域情報誌、ファッション誌、料理雑誌と

いった様々な雑誌の最新刊があります。情報収

集に SNS を主に用いると好きなものに似た系統

のものがたくさん見られますが、雑誌でそれ以

外のものを見つけるのも新鮮です。アルバイト

の前や電車待ちの時間に寄ってみてはいかがで

しょうか。 

それから番外編ですが、図書館ではたびたび

利便性の向上などのためにアンケートを取って

います。アンケートによっては、本学らしいグッ

ズや図書館でしかもらえないようなおまけなど

がもらえることがあります。簡単なものばかり

なので、見かけたら答えてみることをおすすめ

します。 

本学の図書館は一般の図書館と比べて小説な

どの文学は少ないですが、敬遠せずに、学生証が

あるうちにたくさん使ってみてくださいね。 
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新しいことに興味を持てる場所 

社会福祉学科 ４年 畠山 知華子 
HATAKEYAMA CHIKAKO 

図書館活用方法 学生の 
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私たちの図書館の活用法 

 栄養学科 ３年 菊池 日和 | 林下 凛 
KIKUCHI HIYORI HAYASHISHITA RIN 

皆さんは図書館を日常的に利用しています

か？また、図書館を利用したいと思っています

か？ここでは私たちがどのように図書館を利用

しているか紹介します。 

 図書館は本を読むための場所だと思っていま

したが、ある日、定期試験の勉強のために足を踏

み入れたら図書館には様々な活用法があること

に気付きました。 

 図書館で勉強するメリットとして、周囲の人達

に感化され、集中して勉強することができます。

また、国家試験の過去問題集も置かれているた

め、それを利用して復習に活かすことができま

す。栄養学科の場合は、ある教科の定期試験で国

家試験の過去問題集から出題されることもあり

ます。約７年分の過去問題集を見たことがあるの

で復習には最適です。 

 皆さんは図書館では無言で勉強しなければな

らない、そう思っていませんか？本学の図書館に

はグループ学習室が設置されており、友達と話し

ながら勉強することもできます。グループ学習室

にはホワイトボードが設置されているため、学習

内容のアウトプットやグループで話し合い等を

する際のまとめに役立ちます。 

 さらに、実験のレポートの参考文献として図書

館の資料を利用したこともあります。栄養学科の

実験では得られた実験結果と基準値を比較し、考

察します。その際に基準値が教科書に掲載されて

いないということがありました。基本的にレポー

トを書く際にはインターネットの情報は鵜呑み

にせず、専門書や学術論文を使用した方がより確

実な物になります。そのため、レポートを書く際

には図書館の資料は大いに役に立つと思います。 

 最後に図書館を使用する１番のメリットは、頑

張っている人が周りにたくさんいることです。例

えば、定期試験の勉強、論文作成、国家試験の勉

強など、様々な面で努力している人たちがいるの

で、刺激を受け目標に向かって取り組むことが出

来ると思います。 

図書館には様々な活用法があり、その活用の仕

方も十人十色です。自分に適した利用法で図書館

を利用してみてはいかがでしょうか。図書館を使

用することで知らないメリットが見つかるかも

しれません。 

● ● ● 
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私は本学の図書館でステキな言葉や重要な知

見に度々出会っています。その出会いは私にとっ

て、ある種の時空を超越したものであり、自分の

慧眼を磨くことに繋がっています。 

 あるステキな言葉との出会いは、私が本学の理

学療法学科学生時代に図書館にふらりと立ち寄

った時です。その言葉は図書館 1 階エレベータ

ー前の、とある先生のオススメ本コーナーの中に

ありました。それは「μεράκι（メラキ）」という

ギリシャ語で、「なにかに、自分の魂と愛情を、

めいっぱい注いでいる。」というギリシャの文化

を意味します（翻訳できない世界のことば、前田

まゆみ訳、より引用）。その時、このような素晴

らしい言葉が世界に存在する幽玄さに感動した

ことを今でも覚えています。 

 重要な知見とは、理学療法士/大学院生として

現在進行形で出会い続けています。私は病院に勤

務しながら、本学の大学院生として研究活動を行

わせていただいております。臨床現場でも研究活

動でも、経験を積むと同時に先行文献から知見を

得て自分をアップデートすることが重要です。そ

こで、図書館の豊富な蔵書や文献検索データベー

スに助けられています。最近では多くの書籍や論

文が紙媒体だけでなく電子媒体としても閲覧で

きます。様々な媒体や場所から過去～最新の知見

にアクセスできることは、私が子どもの頃ではあ

り得ませんでした。この恵まれた環境にはいつも

感謝しています。 

 このように、図書館では様々な人や時代に示さ

れた言葉や叡智に出会うことができます。大袈裟

かもしれませんが、それは時空を超えた素晴らし

い出会いとも言えますし、常に自分の慧眼が磨き

続けられています。本学の図書館には私たちの学

びを助ける専門書や、素晴らしい文学作品が豊富

に所蔵されています。そして豊富な文献検索デー

タベースを駆使すれば、より高度な知識にアクセ

スできます。ぜひ、本学の図書館を利用される皆

様におかれましても、自分なりのステキな利用方

法を探してみてくださいね。 

『翻訳できない世界のことば』 

エラ・フランシス・サンダース著 

前田まゆみ訳  創元社  801.4||Ｓa62 

時空を超越し 

自分の慧眼を磨き続ける 

 
健康科学研究科 博士後期課程 １年 

杉本 一生 
SUGIMOTO ISSEI 

https://library.auhw.ac.jp/CARIN/CARINOPACLINK.HTM?IS=(9784422701042)


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

第４０回 

Japan Knowledge 紹介 

ジャパンナレッジ 

1 ログイン方法 

Rapport No.40 - 12 - 

ジャパンナレッジ 

リモートアクセスサービス「RemoteXs」経由で、「Japan Knowledge Lib」へアクセスします。 

RemoteXs へアクセスして、自分の ID（学籍番号のメールアドレス）とパスワードを入力して 

サインインをクリックします。 

■ RemoteXs https://auhw.remotexs.co/ja/user/login 

RemoteXs のトップ画面に並んでいる 

「ジャパンナレッジ」をクリックします。 

❶ 

❷ 

この春から、大学で利用できるようになったデータベース Japan Knowledge Lib をご紹介し

ます。Japan Knowledge Lib は、辞典・事典・叢書類を検索できるオンライン百科事典・辞書

です。「日本大百科全書」「日本国語大辞典」「医学英和辞典」「現代用語の基礎知識」「日本統

計年鑑」「日本古典文学全集」等多数のコンテンツが収録されています。利用したいコンテン

ツを選んで検索できるのはもちろん、複数のコンテンツを横断検索することもできます。 

Google や Yahoo 等の検索エンジンでは、有料の事典類を検索することはできません。また、

紙の辞書・事典は更新されませんが、Japan Knowledge Lib では最新版を使うことができます。 

レポートの作成など、根拠が求められる場合に、ぜひ使ってみてはいかがですか。 

オンライン 

百科事典・辞書 
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「Japan Knowledge Lib」のサイトにある「ログインする」をクリックします。 ❸ 

左上の「基本検索」「詳細（個別）検索」「本棚」のいずれかをクリックしてもログイン

することができます。 

ログインに成功すると、右上に大学名と「ログアウト」が表示されます。 

❹ 利用が終わったら、「ログアウト」をクリックして閉じてください。 

「ログアウト」をクリックせずにブラウザを閉じると、次に利用したい人がすぐ

にログインできない可能性があります。また、図書館のパソコンでは検索結果が

残ってしまい、次にログインした人に検索結果が見られてしまう可能性がありま

す。「ログアウト」をクリックして、正しく終了しましょう。 

お願い 

同時アクセス数「１」のため、クリックしてもログインできない場合は、

他の方が利用中です。少し時間をおいてから、試してください。 

MEMO 
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２ 検索画面 

検索ボックスにキーワードを入力して、「検索」をクリックします。 

初期設定では、検索範囲が「見出し」に設定されていますので、より幅広く検索したい

場合は、プルダウンで「全文」を選択して検索してください。 

検索方法の詳細については「使い方／サポート」、 

アイコンの詳細については「ガイド」をクリックしてご覧ください。 

「使い方／サポート」をクリックすると表示される画面 

 

「ガイド」をクリックすると表示される画面 
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３ 便利な機能 

■「褥瘡」で検索し、「日本国語大辞典」の検索結果を開いた例 

検索結果（詳細画面）の本文中にある単語・文章の意味を検索できる辞書機能です。 

画面右上にある「Knowledge Searcher」をクリックして、機能のオン/オフを切り替

えます。(初期設定はオフ「白色」です。オンにすると「ピンク色」に変わります。） 

使用する時は、オンにし、本文中の調べたい単語または文章を範囲選択すると、検索

結果が別窓で表示されます。 

※検索できる文字数は 40 文字までです。40 文字を超えた場合、「Knowledge Searcher」は

動作しません。 

■本文中の「臥床」を範囲選択した例 

【Knowledge Searcher（ナレッジサーチャー）】 
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検索結果（詳細画面）の本文中にある文章をコピーし、任意のワープロソフトに

ペーストすると、自動的に引用元情報も追記できる機能です。 

【引用元挿入機能】 

画面右上にある「引用元挿入機能」をクリックして、機能のオン/オフを切り替え

ます。（初期設定はオフ「白色」です。オンにすると「ピンク色」に変わります。） 

「Knowledge Searcher」と「引用元挿入機能」の両方をオンにしている場合、範

囲選択すると、先に「Knowledge Searcher」のメッセージが表示されます。ここで

は「OK」をクリックし、範囲選択した状態で右クリックし、「コピー」をクリック

します。 

「引用情報を追加してコピーしました。」というメッセージが表示されるため、

「OK」をクリックし、任意のワープロソフトにペーストします。 

■引用元情報が自動入力された例 

前半はペーストした文章・後半（下線部分）は自動追加された引用元情報 

 
圧迫性壊疽（えそ）の一種。重症患者が長期間臥床している時、皮下脂肪の

減少、皮膚循環の障害により、体重がかかる部分や他の圧迫が体にかかっ

ている場所にできる潰瘍。 

 

"じょく‐そう［‥サウ］【蓐瘡・褥瘡】", 日本国語大辞典, JapanKnowledge, 

https://japanknowledge.com , (参照 2025-03-28) 

※この機能はブラウザが「Google Chrome」「Microsoft Edge」の場合のみ使

用できます。「Safari」など、他のブラウザでは機能しません。 

※コピーした文章が 19文字以下の場合は機能しません。 



 

 

 

2011年3月、社会福祉学科成田悠介さん・福士悠輔さん・牧野祥諒さんの

アイデアをもとに誕生。 

図書館の広報活動で活躍しています。 
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発行者 青森県立保健大学附属図書館 

〒 030-8505 青森県青森市大字浜館字間瀬 58-1 

☎ 017-765-2011 

URL https://www.auhw.ac.jp/library/index.html 

青森県立保健大学附属図書館だより ラポール 第40号 

図書館広報キャラクター トリゾウ 

Ｒ５年度後期・R６年度前期に実施した『図書館サービスの改善に関する学生アンケート』

での「座席が足りない」という声を受けて、図書館の座席を増やしました。 

TOPICS 

図書館の座席が増えました 

図書館に入ってすぐ左側のエリアをリニューアル。 

ここに６席設けました。 

円形のテーブルですが、仕切りがあるので 

個の空間を確保できます。 

１階のメディアスペースだったエリアをリニューアル。 

ここには個人席を４つ設けました。 

蔵書検索コーナーもすぐ近くにあって便利です。 




